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ゆ
き
の
感
情
的
な
言
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原
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取
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が
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無
し
に
な
っ
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し
ま
っ
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と
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そ
う
な
の
に
剣
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え
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い
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と
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関
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心
理
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【

採
点
の
観
点
】

〇
　
内
容

日
常
生
活
の
中
で
「
折
り
合
い
」
を
付
け
る
う
え
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
の
意
見
に
ふ
れ
な

が
ら
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
書
い
て
い
る
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〇
　
表
現

文
脈
に
即
し
て
語
句
が
適
切
に
使
わ
れ
て
お
り
、
内
容
の
述
べ
方
や
表
現
の
仕
方
が
工
夫
さ
れ
、
わ
か
り
や
す

い
文
章
に
な
っ

て
い
る
。

〇
表
記

漢
字
や
仮
名
づ
か
い
が
正
し
く
、
句
読
点
が
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
。
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［
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ご
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て
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（

形
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